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『愛染苑』にて令和２年度文化財防火訓練実施
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いつついし自治会報　４９６号
20２０年（令和２年）３月号

　１月 19日（土）午前８時 30分より棟方志功記念館『愛

染苑』及びその周辺で文化財防火訓練が行われました。

文化財防火訓練は南砺市消防団や地域住民、各種団体が

日本の宝（財産）をも守るため平素から文化財防火体制

整備や強化を図り住民ぐるみの防火・防災意識の高揚を

目的として行われています。今回参加されたのは南砺消

防署員・消防団福光分団・いつついし自治会・栄町町内会・

文化財保護審議会・教育委員会の方々です。『愛染苑』か

らの通報訓練で始まり、避難誘導、初期消火、文化財搬出、

福光公園西側にある防火水槽からの火災消火など一連の

訓練が迅速に行われました。

　鎮火後、記念館駐車場で行われた神村方面団長の講評

では、「令和元年は福光地区が無火災だったこと、今年も

継続して１年間無火災を目指し、住民と共に火元の管理

を徹底していきましょう。」と挨拶されました。その後、

蟹野会長・教育委員会の挨拶で締めくくられました。

　参加された皆さん、ありがとうございました。

　天神町は、令和元年度一般コミュニティー助成事

業補助金を受け、獅子頭の補修と獅子舞の衣装を新

調しました。大正３年に作られた獅子頭は痛みがひ

どく新品以上に復元され、

衣装もそれぞれ 40着新調

しました。今年の春祭り

は青年会を中心に、町内

を挙げて祭りを盛り上げ

るつもりです。

獅子頭補修及び衣装の新調
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いつついし自治会
１月町内会長会第 10回町内会長会開催

　1月 24日（金）、いつついし自治会第 10回町内

会長会を福光交流センターで開催しました。

１．町内会長から次のような提案や意見がありまし

た。

・天神町と幸町の間の道路や用水に空き缶やゴミ

が捨てられています。写真を添えて、上流の地

区に注意をお願いしています。

・持ち主不明の空き家の一部が風で飛ばされ処理

に困っています。市へ相談して対処します。

・宮脇町と新町に設置されている街灯が風で落下

しました。管理は各町内に任されているのです

が、今後のことについて市と相談して安全に努

めます。

２．総務部から次のような取り組みが出されました。

・次年度、福光地区自主防災組織の整備をします。

組織として、消防団の班割を基本に８班体制で

行います。各班の町内会長で話し合って、本部

付の役員の名簿を提出してください。

・次年度の町内会長会の運営を見直すため、現状

の問題点や今後の取り組みについて書いてもら

い、それを集約して次年度に生かしていきます。

３．事務局より諸連絡がありました。

・いつついし自治会の役員名簿（変更のある町内

のみ）を提出してください。

・火伏せ行事を 2月 22 日（土）に実施します。

各町内会長の参加をお願いします。

・新しい民生委員・児童委員の名簿を公開します

ので、各町内で周知してください。

・南砺市男女共同参画推進員（男女とも 30代～

40代が望ましい）を推薦してください。

新しく民生委員・児童委員になられました！
　12月２日（月）、地域包括ケアセンターにて、南

砺市民生委員・児童委員及び主任児童委員委嘱状交

付式が行われました。

　12月１日付けの改選で委嘱された民生委員・児

童委員及び主任児童委員は 168 名（再任 78 名、
以下の６名の方は引き続き継続されます。
担　当　地　区 名　前 町内名

観音町 渡邊富士美 観音町

西町 川合　　均 西　町

栄町 鍛治　麗子 栄　町

宮脇町・新町・東新町 石黒　裕子 宮脇町

天神町 廣田麻利子 天神町

味噌屋町・川原町 岸澤　忠司 川原町

新しく民生委員・児童委員に　　　
　　　　　　　　なられた方々です。
担　当　地　区 名　前 町内名

東町・寺町 山本　豊之 東　町

中央通り・旭町・神田町 谷村　　清 旭　町

荒町 上坂　吉明 荒　町

本町・五宝町・中荒町 吉村奈津子 本　町

天神町 竹内　和仁 天神町

新任 77 名、主任児童委員 13 名）の内、福光地区

では５名の方が新しく民生委員・児童委員になら

れました。任期は令和元年 12月１日から令和４年

11月 30日までの３年間です。

福光交流センター開館日変更のお知らせ
　3月から福光交流センター及び事務所の開館

を変更いたします。

　福光交流センターを月曜日も開館致します。
　尚、ゴールデンウイーク・お盆・年末年始な

どは交流センター及び事務所は閉館いたしま

す。利用申し込みの際にご確認ください。

☆利用時間：午前 9時～午後 9時 30 分

☆事 務 所：月曜から土曜日
　　　　　　午前 9時～午後 5時
　　　　　　祝日・日曜日は午前のみ
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福祉部会を開催

第10回
そくさい会
実施

　１月 22日（水）午後７時より、福光交流センター

１階ホールにて福祉部会を開催しました。

　福祉部会は部員 20名で構成され、地域福祉の推

進を課題として各種事業の取り組みを行うものと

なっています。部会では、今年度の実施事業の見直

しやこれからの事業の取り組み等について協議しま

　1 月 17 日（金）午後 1

時 30 分より、福光交流セ

ンター 1階ホールにて第 10

回そくさい会を開催しました。

　今回は、正月遊びを主体として、カルタやトラン

プ遊びをしました。21名の参加者は童心に返って

楽しまれていました。また、唱歌の合唱では共に大

きな声で歌い、軽体操で体をほぐし健康維持を目指

して、楽しいひと時を満喫されていました。

左より順に、矢木義門さん、定塚崇さん、
　　　　　　柴田拓哉さん、高宮侑慈さん

令和２年度　御神輿担方 裁許決まる　　　
　２月８日（土）福光交流センターにおいて、御神

輿担方厄年三会と 42歳後厄・前厄の二会を含めた

五会が集まり「御神輿担方五会合同会議」が行われ

ました。この会議では、来る４月 19日（日）の御

神輿巡幸を指揮する裁許（さいきょ）の披露が行わ

れました。「初老勢光会」は、東方裁許に矢木義門

さん（東町）、西方裁許に定塚崇さん（栄町）、「25

歳令翔会」は、東方裁許に柴田拓哉さん（観音町）、

西方裁許に高宮侑慈さん（旭町）と発表されました。

　伝統ある御神輿巡幸の成功に向けて、五会が１つ

の和になり力を合わせ精一杯努めようと誓い合いま

した。

した。特に高齢者の健康維持を主体としたサロン活

動の推進や一人暮らしの高齢者の見守り等、ケア

ネット事業を始めとした地区の福祉活動計画につい

ての課題は地域の皆さんにも「皆で支えあう地域づ

くり」へのご協力をお願いするものとなります。

　福祉部会の運営体制を更に充実すべく検討し取り

組んでいきます。
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福光地区
３月行事の
お知らせ

3/6（金）	 第12回そくさい会� 午後１時30分より
3/11（水）	 第12回上映会� 午後１時30分より
3/12（木）	 福光中学校卒業式
3/17（火）	 福光中部小学校卒業式
3/17（火）	 福寿大学� 午後２時より
3/24（火）	 町内会長会� 午後７時より

第4回教育青少年部会　開催
　１月 29日（水）午後７時より、第４回教育青少
年部会を開催しました。
　９月以降の行事を振り返って改善すべき点などに
ついて意見を交換し、７月と 11月に開催した「保
育園父母の会と小中学校 PTA との懇談会」におい
て出された課題などを踏まえ、来年度の活動方針と
活動内容について、参加者 11名が活発な議論を交

わしました。
　来年度は、子どもたちが交流センターに集える機
会を作り、学年を超えて、子どもたちの自主性を発
揮できる場となるような会を立ち上げる方向で合意
しました。今後、活動内容の具体化に向けて、議論
を深めていく予定です。

　福祉国家、福祉優先と叫ばれて、もはや久しく
なりましたが、福祉が自分自身の問題として身近
に感じている人は案外少ないようです。それは福
祉そのものに、いまだに主体性がなく、選挙の公
約や予算の目玉として利用されるなど、場当たり
的に使われ、具体的に私たちの日常生活に密着す
るまでに至っていないためといえます。
　福祉という場合、一般的に子供、老人、心身に
障がいを持った人達に対し、なにか特別のことを
するのだと言う考えが根強く残っています。福祉
に関心を持っているが、なるべく避けようとする
人も多く見受けられます。そこに福祉がいつまで
も特別視され、わたし達の生活に密着しない原因
があります。福祉とは “すべての人々が幸福に生

きること” ということにならない
でしょうか。
　子供、老人、そして障がい者を
含めて、私たちすべてが福祉の対
象者であり、福祉の実践者であり
ます。
　すべての人、子供であれ、老人であれ、障がい
者であれ『お互いが幸福に生きるために、自分た
ちのできることをサービスし合う』これが福祉だ
と思います。
　私が現在受け持っている障がい者は、自分の生
まれた地域の学校や、土地、家族からも引き離さ
れたままで二十年間も生活しています。これほど
の不幸があるでしょうか。
　福祉がみんなのものとなり、地域社会でのサー
ビスが確実なものとなって、誰もが、地域社会の
中で生活できる日が一日も早く来ることを祈っ
ています。� （文面を一部修正しました。）

＜昭和 54年２月の福光公民館報「いつついし」の記事から＞

“生活に密着してない福祉”
（寺町）浅野誠一さんの記事・　　
　　当時県立新生園福祉指導員


